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別添資料 10 国際交流基金の一般概要とインドネシア大学大学院に対する助成実績 
（ホームページ掲載の情報及び国際交流基金資料より） 

 
項 目 内 容 

 

設立 1972 年（昭和 47 年）に外務省所管の特殊法人として設立。 

目的 文化交流を通じて国際相互理解と、国際友好親善を促進すること。 

（正確に記述すると：国際交流基金は、わが国に対する諸外国の理解を深め、国際

相互理解を増進するとともに、国際友好親善を促進するため、国際文化交流事業を

効率的に行い、もって世界の文化の向上及び人類の福祉に貢献することを目的とす

る。（国際交流基金法第１条）） 

事業概要 わが国初の国際文化交流の中枢を担う専門機関として、学術、日本研究から日本語

教育、芸術、出版・映像メディア、スポーツ、生活文化まで幅広い分野で人の交流

を基本とした文化交流事業を実施。 

予算 運営は、政府支出金の運用益、ODA 予算を含む政府 からの補助金および民間から

の出資金・寄付金により賄われている。 

対象地域 ODA（政府開発援助）対象国、先進諸国、社会主義国を含む全世界を対象とする。

事業対象国・地域の総数は約 190 ヵ国・地域にのぼる。 

対象分野 人文・社会科学、芸術、スポーツ分野を主たる対象とする。広義の日本文化の海外

紹介を中心とするほか、海外の文化の国内紹介及び途上国内における文化振興への

協力も実施している。 

取り組み中の

改革について 

国際交流基金では、独立行政法人化後の国際交流基金の使命を効果的に遂行し、よ

り一層の効果的・効率的な事業の実施を図るため、以下の観点から平成 16 年 4 月を

目標に機構改革を進めている。 

(1) 事業目的の明確化、ニーズに対応する事業編成、国民に対するサービスの充実

• 基金の事業分野を文化芸術交流事業、日本語事業、日本研究・知的交流事業の３

つに再編成し、各分野の戦略目的を規定するとともに、その戦略目的に沿い、事

業達成目標の明確化とプログラムの統廃合や変化する国際文化交流のニーズに対

応しやすいプログラムへの再編を図る。 

• 国民に対するサービスを充実することを目的として、新しく「国際交流情報の収

集･提供並びに国際文化交流の担い手への支援」を事業分野として設け、国際交流

の担い手の多様化を踏まえ、内外の国際交流の担い手との連携を強化し、その活

動を支援するため、情報の収集・提供を強化する。 

(2)  評 価： 事業の効果の向上、業績の向上を目指す評価体制の確立 

• 事業評価の充実を図り、業務の効果の向上、業績の向上を目指す。また、独立行

政法人制度において課せられる業績評価において良好な結果を得られるよう、外

部評価の導入、各事業部が行う評価の監理等評価の実施体制を確立する。 

(3)  機構改革：効果的な事業実施体制の確立、国別・地域別アプローチの強化、人

事政策 
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• (1)に記載のとおり、より効果的・効率的な事業を実施するため、文化芸術交流、

日本語、日本研究･知的交流及び情報センターの４グループに組織を編成する。 

• 日本研究・知的交流事業グループでは地域別に課を編成し、他のグループには全

体の地域的調整を行う課を設置することなどを通じて、各国におけるニーズに応

える国際交流を促進するとともに、外交政策との一層の連携を進める。 

• 事業グループ制や地域別の課編成等を通じ、分野や国・地域の「ゆるやかな専門

性」を持つ職員の養成や職員へのキャリアパスの提示を図ることで、国際交流に

携わる人材の育成と国際交流基金の任務を達成しうる職員の養成を目指すととも

に、組織の意思決定の簡素化を通じた柔軟なマンパワーの活用を容易にする。 

事業内容詳細 次のような業務を行っている。 

1.  国際文化交流の目的をもって、適切な人物を海外へ派遣、および海外から招聘す

ること。 

2.  海外における日本研究のため機関等に対する助成、専門家の派遣、資料の頒布及

び日本研究者に対する研究費の助成等の方法により、海外における日本研究を援

助し又は斡旋すること。 

3.  日本語に関する教育専門家の養成及び派遣、教授法の研究ならびに教材の開発作

成及び頒布等の方法により日本語の普及を行うこと。 

4.  国際文化交流を目的とする公演、展示、講演及びセミナー等の催しを実施、援助

及び斡旋し、ならびにこれらの催しに参加すること。 

5.  日本文化を海外に紹介するための資料、その他国際文化交流に必要な資料とし

て、出版物ならびに映画、フィルム、スライド、写真、レコード及びテープ等の

視聴覚資料を作成、収集、交換及び頒布すること。 

6.  国際文化交流を行うために必要な調査及び研究を行うこと。 

7.  前各号に掲げる業務に付帯する業務を行うこと。 

8.  前各号に掲げるもののほか、国際交流基金法第 23 条第１項第７号に規定する業

務として外務大臣が特に必要と認める次の業務を行うこと。 

a. 国際相互理解増進を目的とする教育及び文化活動のための施設に対する援助

b. 国際友好親善促進を目的とする教育及び文化活動のための美術工芸品、民芸

品、動植物等の貸付け及び贈与又はこれらのものの購入に対する諸外国と協調し

て行う援助で、外務大臣が特に必要と認めるものを行うこと。 

c. 国際相互理解増進を目的とする国際放送に対する援助。 
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国際交流基金のインドネシア大学大学院に対する助成実績概要（国際交流基金資料より） 
 

項 目 H10 

(1998) 

H11 

(1999) 

H12 

(2000) 

H13 

(2001) 

H14 

(2002) 

H15 

(2003) 

1. 修士・博士課程支援プログラム 

(1) 修士課程支援プロ

グラム（奨学金、講

師謝金 /講師研究

費、スタッフ謝金、

事務運営経費、コン

ピュータ購入費） 

奨学金 

7 名 

奨学金 

上半期 7 名 

下半期 12 名 

奨学金 

上半期 12 名 

下半期 10 名 

奨学金 

上半期 10 名 

下半期 10 名 

奨学金 

上半期 10 名 

下半期 10 名 

 

(2) 博士課程支援プロ

グラム（講師謝金/

講師研究費、事務運

営経費） 

  奨学金 

下半期 2 名 

奨学金 

上半期 2 名 

下半期 3 名 

奨学金 

上半期 3 名 

下半期 4 名 

 

2. 客員教授派遣 1 名 

（3 ヵ月） 

4 名 

（計 10 ヶ月） 

2 名 

（計 6 ヵ月） 

2 名 

（5 ヵ月） 

2 名 

（計 3 ヵ月） 

2 名 

（予定） 

3. フェローシップ 

（特別研究員） 

2 名 

（6 ヵ月 x 

2 名） 

なし 1 名 

（12 ヵ月） 

1 名 

（2 ヵ月） 

なし  

注：客員教授派遣： 日本の大学の教授/助教授をインドネシアに派遣し、講義を実施。 

フェローシップ： インドネシア人を日本の大学に派遣し、当該の大学の教授の指導のもとで研究を

行う。 

資料： インドネシア大学大学院に対する日本研究拠点機関助成実績 プロジェクト一覧（平成 10～

15 年度）、国際交流基金日本研究部日本研究課、平成 15 年 7月 22 日作成 
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